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○ 入札談合等関与行為の排除及び防止並びに職員による入札等の公正を害すべき行為の処罰

に関する法律（平成１４年法律第１０１号） 

改正 平成１５年法律第１１９号 

平成１８年法律第１１０号 

 

（趣旨） 

第１条 この法律は，公正取引委員会による各省各庁の長等に対する入札談合等関与行為を排除

するために必要な改善措置の要求，入札談合等関与行為を行った職員に対する損害賠償の請

求，当該職員に係る懲戒事由の調査，関係行政機関の連携協力等入札談合等関与行為を排除

し，及び防止するための措置について定めるとともに，職員による入札等の公正を害すべき

行為についての罰則を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この法律において「各省各庁の長」とは，財政法（昭和22年法律第34号）第20条第２項

に規定する各省各庁の長をいう。 

２ この法律において「特定法人」とは，次の各号のいずれかに該当するものをいう。 

一 国又は地方公共団体が資本金の二分の一以上を出資している法人 

二 特別の法律により設立された法人のうち，国又は地方公共団体が法律により，常時，

発行済株式の総数又は総株主の議決権の三分の一以上に当たる株式の保有を義務付けら

れている株式会社（前号に掲げるもの及び政令で定めるものを除く。） 

３ この法律において「各省各庁の長等」とは，各省各庁の長，地方公共団体の長及び特定

法人の代表者をいう。 

４ この法律において「入札談合等」とは，国，地方公共団体又は特定法人（以下「国等」

という。）が入札，競り売りその他競争により相手方を選定する方法（以下「入札等」と

いう。）により行う売買，貸借，請負その他の契約の締結に関し，当該入札に参加しよう

とする事業者が他の事業者と共同して落札すべき者若しくは落札すべき価格を決定し，又

は事業者団体が当該入札に参加しようとする事業者に当該行為を行わせること等により，

私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22年法律第54号）第３条又は第８

条第１号の規定に違反する行為をいう。 

５ この法律において「入札談合等関与行為」とは，国若しくは地方公共団体の職員又は特

定法人の役員若しくは職員（以下「職員」という。）が入札談合等に関与する行為であっ

て，次の各号のいずれかに該当するものをいう。 

一 事業者又は事業者団体に入札談合等を行わせること。 

二 契約の相手方となるべき者をあらかじめ指名することその他特定の者を契約の相手方

となるべき者として希望する旨の意向をあらかじめ教示し，又は示唆すること。 

三 入札又は契約に関する情報のうち特定の事業者又は事業者団体が知ることによりこれ

らの者が入札談合等を行うことが容易となる情報であって秘密として管理されているも

のを，特定の者に対して教示し，又は示唆すること。 

四 特定の入札談合等に関し，事業者，事業者団体その他の者の明示若しくは黙示の依頼

を受け，又はこれらの者に自ら働きかけ，かつ，当該入札談合等を容易にする目的で，

職務に反し，入札に参加する者として特定の者を指名し，又はその他の方法により，入

札談合等を幇
ほ う

助すること。 

（各省各庁の長等に対する改善措置の要求等） 

第３条 公正取引委員会は，入札談合等の事件についての調査の結果，当該入札談合等につき入

札談合等関与行為があると認めるときは，各省各庁の長等に対し，当該入札談合等関与行為

を排除するために必要な入札及び契約に関する事務に係る改善措置（以下単に「改善措置」

という。）を講ずべきことを求めることができる。 

２ 公正取引委員会は，入札談合等の事件についての調査の結果，当該入札談合等につき入

札談合等関与行為があったと認めるときは，当該入札談合等関与行為が既になくなってい

る場合においても，特に必要があると認めるときは，各省各庁の長等に対し，当該入札談

合等関与行為が排除されたことを確保するために必要な改善措置を講ずべきことを求める

ことができる。 
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３ 公正取引委員会は，前２項の規定による求めをする場合には，当該求めの内容及び理由

を記載した書面を交付しなければならない。 

４ 各省各庁の長等は，第１項又は第２項の規定による求めを受けたときは，必要な調査を

行い，当該入札談合等関与行為があり，又は当該入札談合等関与行為があったことが明ら

かとなったときは，当該調査の結果に基づいて，当該入札談合等関与行為を排除し，又は

当該入札談合等関与行為が排除されたことを確保するために必要と認める改善措置を講じ

なければならない。 

５ 各省各庁の長等は，前項の調査を行うため必要があると認めるときは，公正取引委員会

に対し，資料の提供その他必要な協力を求めることができる。 

６ 各省各庁の長等は，第４項の調査の結果及び同項の規定により講じた改善措置の内容を

公表するとともに，公正取引委員会に通知しなければならない。 

７ 公正取引委員会は，前項の通知を受けた場合において，特に必要があると認めるときは，

各省各庁の長等に対し，意見を述べることができる。 

（職員に対する損害賠償の請求等） 

第４条 各省各庁の長等は，前条第１項又は第２項の規定による求めがあったときは，当該入札

談合等関与行為による国等の損害の有無について必要な調査を行わなければならない。 

２ 各省各庁の長等は，前項の調査の結果，国等に損害が生じたと認めるときは，当該入札

談合等関与行為を行った職員の賠償責任の有無及び国等に対する賠償額についても必要な

調査を行わなければならない。 

３ 各省各庁の長等は，前２項の調査を行うため必要があると認めるときは，公正取引委員

会に対し，資料の提供その他必要な協力を求めることができる。 

４ 各省各庁の長等は，第１項及び第２項の調査の結果を公表しなければならない。 

５ 各省各庁の長等は，第２項の調査の結果，当該入札談合等関与行為を行った職員が故意

又は重大な過失により国等に損害を与えたと認めるときは，当該職員に対し，速やかにそ

の賠償を求めなければならない。 

６ 入札談合等関与行為を行った職員が予算執行職員等の責任に関する法律（昭和25年法律

第172号）第３条第２項（同法第９条第２項において準用する場合を含む。）の規定により

弁償の責めに任ずべき場合については，各省各庁の長又は公庫の長（同条第１項に規定す

る公庫の長をいう。）は，第２項，第３項（第２項の調査に係る部分に限る。），第４項

（第２項の調査の結果の公表に係る部分に限る。）及び前項の規定にかかわらず，速やか

に，同法に定めるところにより，必要な措置をとらなければならない。この場合において

は，同法第４条第４項（同法第９条第２項において準用する場合を含む。）中「遅滞なく」

とあるのは，「速やかに，当該予算執行職員の入札談合等関与行為（入札談合等関与行為

の排除及び防止並びに職員による入札等の公正を害すべき行為の処罰に関する法律（平成

14年法律第101号）第２条第５項に規定する入札談合等関与行為をいう。）に係る同法第４

条第１項の調査の結果を添えて」とする。 

７ 入札談合等関与行為を行った職員が地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の２第１

項（地方公営企業法（昭和27年法律第292号）第34条において準用する場合を含む。）の規

定により賠償の責めに任ずべき場合については，第２項，第３項（第２項の調査に係る部

分に限る。），第４項（第２項の調査の結果の公表に係る部分に限る。）及び第５項の規

定は適用せず，地方自治法第243条の２第３項中「決定することを求め」とあるのは，「決

定することを速やかに求め」と読み替えて，同条（地方公営企業法第34条において準用す

る場合を含む。）の規定を適用する。 

（職員に係る懲戒事由の調査） 

第５条 各省各庁の長等は，第３条第１項又は第２項の規定による求めがあったときは，当該入

札談合等関与行為を行った職員に対して懲戒処分（特定法人（特定独立行政法人（独立行政

法人通則法（平成11年法律第103号）第２条第２項に規定する特定独立行政法人をいう。以

下この項において同じ。）及び特定地方独立行政法人（地方独立行政法人法（平成15年法律

第118号）第２条第２項に規定する特定地方独立行政法人をいう。以下この項において同じ。）

を除く。）にあっては，免職，停職，減給又は戒告の処分その他の制裁）をすることができ

るか否かについて必要な調査を行わなければならない。ただし，当該求めを受けた各省各庁
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の長，地方公共団体の長，特定独立行政法人の長又は特定地方独立行政法人の理事長が，当

該職員の任命権を有しない場合（当該職員の任命権を委任した場合を含む。）は，当該職員

の任命権を有する者（当該職員の任命権の委任を受けた者を含む。以下「任命権者」という。）

に対し，第３条第１項又は第２項の規定による求めがあった旨を通知すれば足りる。 

２ 前項ただし書の規定による通知を受けた任命権者は，当該入札談合等関与行為を行った

職員に対して懲戒処分をすることができるか否かについて必要な調査を行わなければなら

ない。 

３ 各省各庁の長等又は任命権者は，第１項本文又は前項の調査を行うため必要があると認

めるときは，公正取引委員会に対し，資料の提供その他必要な協力を求めることができる。 

４ 各省各庁の長等又は任命権者は，それぞれ第１項本文又は第２項の調査の結果を公表し

なければならない。 

（指定職員による調査） 

第６条 各省各庁の長等又は任命権者は，その指定する職員（以下この条において「指定職員」

という。）に，第３条第４項，第４条第１項若しくは第２項又は前条第１項本文若しくは第

２項の規定による調査（以下この条において「調査」という。）を実施させなければならな

い。この場合において，各省各庁の長等又は任命権者は，当該調査を適正に実施するに足り

る能力，経験等を有する職員を指定する等当該調査の実効を確保するために必要な措置を講

じなければならない。 

２ 指定職員は，調査に当たっては，公正かつ中立に実施しなければならない。 

３ 指定職員が調査を実施する場合においては，当該各省各庁（財政法第21条に規定する各

省各庁をいう。以下同じ。），地方公共団体又は特定法人の職員は，当該調査に協力しな

ければならない。 

（関係行政機関の連携協力） 

第７条 国の関係行政機関は，入札談合等関与行為の防止に関し，相互に連携を図りながら協力

しなければならない。 

（職員による入札等の妨害） 

第８条 職員が，その所属する国等が入札等により行う売買，貸借，請負その他の契約の締結に

関し，その職務に反し，事業者その他の者に談合を唆すこと，事業者その他の者に予定価格

その他の入札等に関する秘密を教示すること又はその他の方法により，当該入札等の公正を

害すべき行為を行ったときは，５年以下の懲役又は２５０万円以下の罰金に処する。 

（運用上の配慮） 

第９条 この法律の運用に当たっては，入札及び契約に関する事務を適正に実施するための地方

公共団体等の自主的な努力に十分配慮しなければならない。 

（事務の委任） 

第１０条 各省各庁の長は，この法律に規定する事務を，当該各省各庁の外局（法律で国務大臣

をもってその長に充てることとされているものに限る。）の長に委任することができる。 

附 則（平成１４年７月３１日法律第１０１号） 

この法律は，公布の日から起算して６月を超えない範囲内において政令で定める日から施

行する。 

附 則（平成１８年１２月１５日法律第１１０号） 

この法律は，公布の日から起算して３月を超えない範囲内において政令で定める日から施

行する 

 
 


